
五
月
――-+
―
日
本
校
教
授
兼
東
京
芸
術
大
学
教
授
石
田
英
一

、

小

林

古

径
、
海
野
清
、
安
田
鞍
彦
、
小
場
恒
吉
、
平
櫛
田
中
は
東
京
芸
術
大
学
教

授
兼
本
校
教
授
に
配
置
換
え
さ
れ
る
。

同

日

本
校
助
教
授
兼
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
山
脇
洋
二
、

吉

村

順

三
、
品
田
慎
一
は
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
兼
本
校
助
教
授
に
配
置
換
え
と

同 同 五
月
二
十
日

十
月
十
一
日

職
員
そ
の
他

（
主
に
「
辞
令
簿
」
に
よ
る
。
）

昭
和
二
十
五
年

二
月
二
十
八
日

西
本
順
は
本
校
教
授
兼
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
よ
り
東
京

芸
術
大
学
助
教
授
兼
本
校
教
授
に
配
置
換
え
と
な
る
。

三
月
三
十
一
日

本
校
諧
師
兼
東
京
芸
術
大
学
講
師
谷
信
一
は
東
京
芸
術
大

学
講
師
兼
本
校
講
師
に
配
置
換
え
と
な
る
。

日
脇
本
楽
之
軒
は
文
部
教
官
に
任
命
さ
れ
、
東
京
芸
術
大
学
教
授

兼
本
校
教
授
に
補
せ
ら
れ
る
。

講
師
寺
内
万
治
郎
は
辞
職
す
る
。

② 四
月

日

卒
業
制
作
展
開
催

医
務
室
開
所
式
挙
行

平
櫛
田
中
寄
贈
作
品
受
領
式
挙
行

昭
和
二
十
五
年

①

学

事

抜

粋

第
五
節

昭
和
二
十
五
年

式
次
第
一
、
着
席

③

卒

業

式
本
校
講
師
兼
東
京
芸
術
大
学
講
師
奥
村
土
牛
、
菊
池
一
雄
は
東

京
芸
術
大
学
講
師
兼
本
校
講
師
に
配
置
換
え
と
な
る
。

本
校
助
教
授
硲
伊
之
助
、
山
本
丘
人
、
入
谷
昇
は
東
京
芸
術
大

学
助
教
授
に
任
命
さ
れ
、
硲
は
本
校
教
授
兼
任
を
、
山
本
、
入
谷
は
本
校

兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

日
文
部
事
務
官
上
原
之
節
は
文
部
教
官
に
任
命
さ
れ
、
本
校
講
師

に
補
せ
ら
れ
る
。

本
校
講
師
兼
東
京
芸
術
大
学
講
師
山
本
豊
市
は
東
京
芸
術
大
学

講
師
兼
本
校
講
師
に
配
置
換
え
と
な
る
。

六
月
一
日
桜
林
仁
は
東
京
芸
術
大
学
講
師
に
任
命
さ
れ
る
。

同

日

山

本

豊

市

、

菊

池

一

雄

、
加
藤
顕
清
、
中
村
伝
治
、
清
水
正

雄
、
村
田
徳
松
、
蒔
田
宗
次
、
吉
野
富
雄
、
佐
藤
謙
――-
、
石
川
栄
耀
、
山

崎
―
―
一
郎
、
水
谷
武
彦
、
関
野
克
、
石
橋
犀
水
、
渡
辺
武
夫
、
尾
上
柴
舟
、

鈴
木
清
は
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
講
師
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
―――十
日

八
月
十
九
日

講
師
中
村
伝
治
、
依
願
解
嘱
゜

吉
川
逸
治
は
学
術
研
究
調
査
の
た
め
九
カ
月
間
フ
ラ
ン
ス
へ

出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

十

一
月
――一
日
教
授
小
林
古
径
は
文
化
勲
章
を
受
章。

昭
和
二
十
五
年
四
月
――一
日
、
第
六
十
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

同 同 同 同

日 日 日

な
る
。

二
、
校
歌
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伴

勝

橋稲

本 田

貫俊

飯 北小横志宮安
油

画

科

野

雄志志英

船

木

日

夫

丸

山

矢

吹

惣

昭 一

山

口

正直
三

寛策郎侃

小 赤浮加
彫
坂刻坂
科
圭塑
造
二部進射

勇

野

寿

美

造

工
芸
科
彫
金
部

鈴

木

正

治

斎

徳

西

原

田

順

田

中

建

築

科

安寺福

西

衛愛

島

俊

夫

田

克

深

川

子
二
山

伯

内

田

男

清

水沢

藤藤

正

山

崎

昭
二
郎剛

山

本

春

永

佳丈

夫

原

正

樹博

中

内

稚

彦

森柳村

若

正

川

端

義

中

瀬村

貞

方

瀬 尾

正龍博

中

島

辺

信

子

彦

中

谷

靖真

彦

渡渡宮

部村藤林

慧

沢越尾

淑俊

孝郎

藪

田

立

石

音

丸

山

ロ

清一

賀

信

鶴

田

昭隆鎮保

男

泰

彦

中

喜

次保

今

政

雄一実緩司

海資

格

本

江

宅尻

福松松

田 崎 本

炭十
四五
昭郎郎夫樹清

田

中

盛

須小横杉

健

一柄一

中

西

享

新
太
郎

工
芸
科
漆
工
部

泉

岡成

崎木

浩

高

橋

明

池

田

宮

田

平

岡

原――
l"
 

二

高

田

雄

山

直

工
芸
科
図
案
部

牧

野

之

市直

橋

正

佐

説

守

弥
須
夫

宏

師

範

科

井

友

達直

吉

田

野

仁

野

山

健

余

西

宏喬

平

井

克

須

賀

栗松

尾

吉

次

子

疫

正

渋

賀谷

正

青

山

洵

辻

朔
二
郎

四

田

淳春

加
々
見

金

尚

昭之

皆

吉

重 志陸昭源恒
司治
彦郎勝郎郎

桜 川門

脇

也大大

間

隆

田

育

JI I小 市
日
本
画
科

瀬貫崎

彦郎助

荻鹿

目

酒

井

田

野

造収

ノ＼

照俊隆

正

阿小藤

部林井

彫
刻
科
木
彫
部

小

既

和

美

小

島
邑

晨

男

佐
賀
男

）
 

工
芸
科
鋳
金
部

片

岡

陽

一

高

二

井

英

夫

幸

西

嶋

親

次

寒鎌

直

袴秋新児

西

岡

男

男

田

賢

山

崎

延

繁

島

仁

卒
業
者
氏
名

縄

田

正

良

ロ

雄

崇

島

宰

治

五
、
学
長
告
辞

――-
、
学
校
長
式
辞

四
、
卒
業
証
書
授
与

六
、
文
部
大
臣
祝
辞

七
、
卒
業
生
総
代
答
辞

八
、
式
終
了

碓基武

田 井

三 俊
太
郎斌平

工
芸
科
鍛
金
部

水

俊

田

保

彦

後

島

広

藤
岱
―
一
郎

窪加

藤

央

中

星

島

光

平
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選 特 総
未 師 建 工 芸 科 彫刻科 油 日 各

別
復 範 築 漆 鋳 鍛

彫 |図 平
孟
石 画

本
科

学 工 金 金 金案 慶 翡室
画

科 生
計
員 科 科 部 部 部 部部 彫 誓 科 科 別

年
四 五 四
国 (5) (1) (2) (2) ⑩ (5) 

五 特ー 特三 年

七(2) 
八 四 五 七 五 -0 ーノ＼ 七/‘ 

(25) 万 (1) (1) (1) (2) (12) (5) 
四

選特二
年

九 五 四 五 四 七 _Q_ 五 四 五 ー一九 九

五

゜
~ 

-ノL..‘ 年

ノ．‘ 
年

詞 育 詞 可 可 (1) (4) (22) 

特一 選特七
四 五 ノ＼ ノ1‘. 」 」 . ノ'I、~ ~ ~ 

七
四 五 八 /‘ 七 七 七 四

④

級
別
各
科
人
員
表

新

井

美

関

昭
和
二
十
五
年
四
月

一
日
現
在
、
い
は
女
子

明

男

田

島

淳

造

昭
和
二
十
五
年
以
降
、
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
賞
金
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
第
一
回
受
賞
者
に
、
長
く
本
校
に
勤
務
し
た
後
ち
東
京
芸
術
大
学
教

授
と
な
っ
た
小
場
恒
吉
（
本
書
第
二
巻
556
頁
参
照
）
が
選
ば
れ
た
。
授
賞
の
理
由

は
『
日
本
芸
術
院
史
』
（
昭
和
―――
十
八
年
、
日
本
芸
術
院
事
務
局
）
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
文
の
も
と
に
な
っ
た
草
稿
は
本
校
（
藤
田
亮
策
原
案
）
が
作
成
し

た
も
の
で
、
さ
ら
に
詳
し
く
小
場
の
業
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
既
に

『
小
場
恒
吉
先
生
遺
作
展
』
（
昭
和
三
十
四
年
十
月
、
秋
田
市
美
術
館
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
原
本
を
紹
介
し
て
お
く
。

小
場
恒
吉
氏
の
研
究
は
日
本
文
様
の
時
代
的
特
徴
と
変
遷
を
解
明
し
た
も

の
で
、
こ
の
道
は
学
者
と
同
時
に
技
術
家
で
な
け
れ
ば
能
く
実
体
を
把
握

し
得
な
い
分
野
の
研
究
で
あ
り
ま
す
。

小
場
氏
は
明
治
三
十
四
年
頃
よ
り
現
在
ま
で
約
五
十
年
の
長
年
月
に
亘

り
、
世
間
的
に
は
目
立
た
な
い
極
め
て
困
難
な
仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
猶
七
十
有
余
オ
の
老
謳
を
さ
さ
げ
、
寒
暑
を
い
と
わ
ず
営
々
と
し
て
所

期
の
目
的
逹
成
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
研
究
範
囲
は
、
日
本
の
他
に
中
国
及
び
朝
鮮
の
古
墳
な
い
し
古
建
築

の
装
飾
か
ら
、
絵
画
彫
刻
の
絵
文
様
又
は
諸
般
の
古
美
術
工
芸
品
に
現
わ

〔
象
力
〕

れ
た
形
態
、
若
く
は
文
様
な
ど
を
対
照
と
す
る
も
の
で
、
総
て
調
査
は
実

〔
厖
〕

測
に
基
づ
く
誠
に
北
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

恩
賜
賞
の
受
賞
理
由
書

日
本
文
様
の
研
究

⑤
 
小
場
恒
吉
の
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
受
賞

小

場

恒

吉
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